
第 1 学年 算数科学習指導案 単元名「たしざん」全７時間 

 

 

 

 

  

  

  

   

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

⑤⑥たし算カード 

１位数と１位数をたして，和が１１以
上になる加法の計算が確実にできる。
【知】 

 計算カードを使って繰り返し練習する
と，素早く計算することができる。 

⑦たしかめ問題【活用する】 

１位数と１位数をたして，和が１１以上になる
加法の計算ができ，それを用いて問題を解決する
ことができる。【知】 

①和が１１以上になるたし算【本時】 

 １位数と１位数をたして，和が１
１以上になる加法について，ブロッ
ク操作や図に表すことを通して，１
０のまとまりを作って計算する方
法を考えることができる。【考】 
 １０のまとまりを作って考えれ
ば，簡単に計算することができる。 

②和が１１以上になるたし算 

 被加数が８の場合も，９の場
合と同じように考えれば計算す
ることができる。【考】 
 たす数を分けて１０のまとま
りを作れば，正しく計算するこ
とができる。 

③被加数分解のたし算 

 １位数と１位数をたして，和が
１１以上になる加法の計算の仕方
を理解している。【知】 

 たされる数が小さいときは，た
される数を分けて１０のまとまり
を作った方が楽に計算することが
できる。 

④和が１１以上になるたし算 
 １位数と１位数をたして，和が１１
以上になる加法を加数分解や被加数分
解で計算することができる。【知】 
 たす数とたされる数の大きさが近く
ても，１０のまとまりを作れば計算す
ることができる。 

【単元目標】A（２）１位数と１位数をたして，和が１１以上になる加法について，１０のまとまりに着目して計算の仕方を考え，計算することができる。 

【単元に関わる既習内容】 
１年 いくつといくつ 

あわせるといくつ 
ふえるといくつ 
１０よりおおきいかず 

【単元後の児童の意識】 
・数が大きくなっても，「１０より大き

い数」の学習と同じように「１０のま
とまり」とあといくつあるか考えれば
正確に答えを求めることができる。 

・「１０のまとまり」を作るときは，ど
ちらの数を分けてもできるが，小さい
数を分けて考えた方が簡単に計算する
ことができる。 

【単元がつながる内容】 
１年 ひきざん 
１年 ずをつかってかんがえよう 
２年 ２けたのたし算 

和が１１以上になるたしざんの仕方を考える授業 

理解を深め、習熟する授業 

【児童の実態】 

○数え足しやブロックを用いて
考えるなど，自分の力で答え
を導き出そうと，意欲的に活
動することができる。 

○１０より大きい数を，素早く
１０といくつに分けるなど，
１０のまとまりを正しく捉え
ることができる。 

○黒板やモニターを指し示しな
がら，自分の考えを伝えるこ
とができる児童が多い。 

●問題をじっくり考えずに，答
えを出そうとすることがあ
る。 

●多くの子が数をまとまりで捉
えているが，一部の児童が数
え足しをしている。 

 



◆本時のねらい 

１位数と１位数を足して和が１１以上になる加法について，ブロック操作や図に表すことを通して，１０のまとまりを

作って計算する方法を考えることができる。 

◆本時の展開(１/７) 

 学習活動と児童の姿 ◇指導上の工夫  ○研究に関わって 
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答えが「１０」になるたし算を確認する。 

「９＋□」 「８＋□」 「７＋□」 「６＋□」・・・ 

５＋８や９＋２を提示し１０より大きくなるか確かめる。 

１ 問題 

 

 

【式を立てる】  ９＋４ 

・１０より大きくなりそう。  ・前と違うな。 

２ 課題づくり 

 

３ 個人追究 

①数え足しで計算する。 

②ブロックなどの具体物を動かして考える。 

③図にかいて考える。（○を用いた図） 

④念頭操作し，イメージを言葉にまとめる。 

⑤式で考える。（さくらんぼ図） 

 

 

４ 全体交流 

1 人が言葉で説明し，もう１人が黒板やモニターを指し示したり

ブロック操作をしたりする。 

 ・１０といくつだったら，習ったことで考えることができるから。 

５ まとめ 

 

 

６ 評価問題 

 ９＋２を計算して，ペアで交流する。（互いに動画を撮る） 

 

 

７ 練習  

取り組む問題を自己選択する。 

① 先生問題に挑戦する。「９＋３」「９＋５」「９＋６」・・・ 

② キュビナの基本問題に挑戦する。 

◇１０のまとまりを意識できるように，

１０になるたし算を確かめる。 

◇１０より大きい計算になることを想起

できるように，１０になるたし算と並

べて提示する。 

◇たし算を想起できるように，「きまし

た」「みんなで」という言葉に着目させ

る。 

 

○研究内容１：「９＋４」は１０より大き

い数になることを「９＋１」と並べて

板書して着目させ，課題化につなげる。 

 

 

◇数え足している児童には，「１０」と数

えたことに着目させて他の方法がない

か支援し，既習学習を活かした様々な

方法で計算させる。 

 

○研究内容２：念頭操作する児童が多い

ことが予想されるので，イメージする

手がかりとなるようこれまで用いた考

え方「ブロック」「○図」「さくらんぼ

図」を提示する。  

 

 

○発表の手掛かりになる話型を示す。 

「私は○○を使って考えました。」 

「はじめに～。次に～。最後に～。」 

 

 

○理解を深められるよう，説明と動きの

両方を同時に行うように仕組む。 

 

<人権教育の観点> 

☆１０のまとまりを作ることで，既習学

習を用いて計算できることに気付く。

（認識力） 

 

○考え方の共通点を見付けさせること

で，１０のまとまりを作ると計算でき

ることを確認する。 

 

 

 

 

○研究内容３：理解度を把握するために，

児童の説明を動画で撮る。 

 

○研究内容３：それぞれの実態に合わせ

て児童が自己選択できるよう，問題を

用意する。 

けいさんのしかたをかんがえよう。 

１０のまとまりをつくるとけいさんできる。 

９にん あそんで いました。４にん きました。 

みんなで なんにんに なりましたか。 

評価規準【思考・判断・表現】 
１０のまとまりに着目して，計算の
仕方を考えることができる。 

深めの発問：「なぜ，１０のまとまりを作るといいの？」 

９と１を合わせて１０を作りたいので，４を３と１に分けます。 

次に９と１を合わせて１０です。 

最後に１０と３をたすと，答えは１３です。 

ブロック操作 ○を用いた図 さくらんぼ図 


